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利
用
し
や
す
い
市
内
循
環

ワ
ゴ
ン
に

伊
藤
初
美 

議
員

新
た
な
時
代
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待

川
畑
京
子 
議
員

大
規
模
水
害
の
避
難
対
策

足
立
志
津
子 

議
員

営
農
者
へ
の
支
援
を

有
山　

茂 
議
員

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

新
井
光
男 
議
員

児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
件
を
防
ぐ
た
め
に

伊
藤
美
枝
子 

議
員

改修が待たれる
劣化した側溝

フロアカーリングを楽しむ

Y
o
u
T
u
b
e
の
動

画
配
信
を
使
い
、
広
く
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う

か
。

注
目
を
浴
び
る
よ
う
な

動
画
が
制
作
で
き
れ
ば
、
効

果
的
な
市
の
Ｐ
Ｒ
手
段
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

未
来
政
策
会
議
で
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
、
あ
る
い
は
別
の
手

法
に
よ
り
制
作
が
可
能
か
引

き
続
き
検
討
す
る
。

思
い
や
り
ベ
ン
チ
の

設
置
を上

福
岡
駅
東
口
ロ
ー
タ

リ
ー
に
、
高
齢
者
や
小
さ
な

お
子
さ
ん
を
連
れ
た
方
な
ど

に
配
慮
し
た
ベ
ン
チ
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

現
状
は
歩
道
幅
員
が
十

分
と
は
言
え
ず
、
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
福

岡
東
口
駅
前
広
場
は
暫
定
横

断
歩
道
橋
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
の
で
、
形
状
に
つ
い

て
も
変
更
す
る
。
併
せ
て
ベ

ン
チ
設
置
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

誰
も
が
投
票
し
や
す
い

環
境
を期

日
前
投
票
所
の
増
設

な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設

に
当
た
っ
て
は
、
継
続
し
て

設
置
で
き
る
場
所
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
二
重
投
票

を
防
止
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら

課
題
の
解
決
を
含
め
、
今
後

も
調
査
・
検
討
を
続
け
る
。

認
定
農
業
者
制
度
な

ど
、
担
い
手
支
援
を
。

現
在
52

人
が
認
定
さ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
本
制
度

を
含
め
た
支
援
を
進
め
る
。

農
業
生
産
改
善
事
業
補

助
金
へ
の
反
響
は
。

昨
年
度
は
７
人
の
認
定

農
業
者
に
交
付
し
、
今
年
度

も
す
で
に
４
人
に
交
付
し

た
。
申
請
の
相
談
も
多
数
あ

る
状
況
で
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の

公
共
下
水
道
の
整
備
は

市
街
化
調
整
区
域
内
の

公
共
下
水
道
事
業
認
可
へ
向

け
た
プ
ロ
セ
ス
は
。

地
域
の
方
へ
受
益
と
負

担
の
関
係
を
説
明
し
、
合
意

形
成
を
得
た
後
に
認
可
手
続

に
入
る
こ
と
と
な
る
。
丁
寧

な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
整

備
区
域
を
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

整
備
に
合
わ
せ
て
市
街

化
区
域
に
編
入
す
る
な
ど
の

考
え
は
あ
る
か
。

住
民
の
負
担
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
現
時
点
で
は
難

し
い
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ

ル
化
に
向
け
た
道
路
整
備

大
井
中
学
校
前
の
狭

き
ょ
う
あ
い隘

対
策
の
進
捗
状
況
は
。

今
後
地
権
者
へ
説
明
を

行
い
、
測
量
作
業
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

大
井
浄
水
場
前
の
道
路

の
交
通
量
が
増
す
と
考
え
ら

れ
る
。
通
学
路
に
も
な
っ
て

い
る
が
、
整
備
の
考
え
は
。

沿
線
に
住
宅
が
密
集
し

て
い
て
、
拡
幅
は
難
し
い
。浄水場へ向かう道路

上福岡駅東口ふじみん号バス停前

大
井
総
合
支
所
の
同
時

刻
発
着
の
乗
り
継
ぎ
に
は
無

理
が
あ
る
。
次
回
ダ
イ
ヤ
改

正
ま
で
緊
急
な
対
応
が
で
き

な
い
か
。
１
時
間
待
つ
の
は

つ
ら
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

原
則
、
次
の
便
に
乗
っ

て
も
ら
う
が
、
他
自
治
体
な

ど
の
事
例
を
研
究
し
、
柔
軟

な
対
応
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
。

低
料
金
制
度
な
ど
高
齢

者
の
外
出
支
援
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
で
は
、
健
康
増
進

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
な
ぜ
、
本
市
は
実

施
で
き
な
い
の
か
。

研
究
は
し
て
い
る
が
、

受
益
者
負
担
の
考
え
を
重
要

視
し
て
い
る
の
で
、
補

助
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　認
知
症
サ
ロ
ン
に
補

助
を

運
営
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
事
業
所
へ

の
補
助
を
。

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
統
一
的
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ア
ク

セ
ス
道
路
の
安
全
対
策

亀
久
保
交
差
点
か
ら
三

角
交
差
点
ま
で
の
県
道
の
安

全
対
策
は
。

次
回
の
安
全
対
策
等
調

整
会
議
で
誘
導
計
画
を
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

側
溝
の
上
が
歩
道
に

な
っ
て
い
る
危
険
箇
所
は
、

早
急
に
改
修
を
。

経
年
劣
化
し
た
部
分
は

交
換
す
る
よ
う
川
越
県
土
整

備
事
務
所
へ
要
望
す
る
。

子
ど
も
の
異
変
に
早
期

に
気
が
つ
き
、
問
題
を
抱
え

た
親
を
早
い
段
階
か
ら
支
援

す
る
こ
と
で
、
虐
待
の
芽
を

摘
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。
孤

立
化
を
さ
せ
な
い
取
り
組
み

や
要
保
護
児
童
等
の
把
握
や

情
報
共
有
は
。

児
童
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

や
保
健
師
が
家
庭
訪
問
等

で
、
養
育
の
安
定
に
必
要
な

知
識
や
情
報
を
提
供
し
、
個

別
ケ
ー
ス
ご
と
の
支
援
を
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
庁
内
で
共
通
の
業
務

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

虐
待
支
援
情
報
を
共
有
し

虐
待
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
・

対
応
を
推
進
し
て
い
る
。

不
育
症
の
周
知
や

患
者
支
援
を

適
正
な
検
査
や
治
療
で

80

％
以
上
の
人
が
出
産
に
た

ど
り
着
け
る
。
悩
ん
で
い
る

人
に
正
確
な
情
報
の
提
供
や

不
育
症
治
療
費
の
助
成
を
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

等
で
周
知
・
啓
発
を
図
る
。

治
療
費
の
助
成
は
検
査
費
の

助
成
、
申
請
状
況
を
踏
ま
え

調
査
研
究
す
る
。

若
者
の
意
見
を
積
極
的
に

市
政
に他

市
の
若
者
議
会
や

「
こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
」

な
ど
を
参
考
に
、
積
極
的
に

若
者
世
代
が
市
政
に
参
画
で

き
る
取
り
組
み
を
。

次
代
を
担
う
若
者
が
自

ら
事
業
を
企
画
・
実
行
で
き

る
方
策
を
、
地
域
振
興
基
金

の
活
用
も
含
め
検
討
す
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ

う
に
荒
川
・
新
河
岸
川
が
氾

濫
し
た
場
合
の
避
難
指
示
や

障
が
い
者
へ
の
対
応
は
。

自
治
会
長
と
の
密
な
連

絡
や
広
報
車
で
住
民
に
知
ら

せ
る
。
福
祉
避
難
所
を
早
め

に
開
設
し
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
と
も
連
携
を
図
る
。

下
福
岡
地
区
の
大
規
模
水

害
対
策新

河
岸
川
沿
い
の
市
道

第
６
６
７
号
線
は
、
昨
年
の

台
風
第
21

号
で
冠
水
し
た
。

避
難
路
に
で
き
る
よ
う
に
か

さ
上
げ
を
。

渋
井
水
門
の
完
成
で
水

害
被
害
軽
減
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
、
通
行
止
め
看
板

等
で
安
全
を
図
る
。

駒
林
地
域
の
食
品
残
渣
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
の
影
響

発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス

や
廃
棄
物
搬
入
時
の
交
通
量

な
ど
地
域
へ
の
影
響
と
対
策

は
。

ガ
ス
が
漏
え
い
し
な
い

構
造
を
計
画
し
て
い
る
。
廃

棄
物
運
搬
車
両
は
１
日
20

台

を
予
定
し
、
主
に
国
道
２
５

４
号
バ
イ
パ
ス
と
県
道
の
利

用
で
事
業
者
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

丸
山
踏
切
内
の
歩
道
部
分

の
確
保市

か
ら
も
、
東
武
鉄
道

に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
。

今
後
も
、
東
武
鉄
道
へ

の
要
請
を
道
路
管
理
者
で
あ

る
県
に
要
望
す
る
。

障
が
い
者
が
気
軽
に
で

き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
啓
発
を
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式

種
目
の
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
じ

て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の

考
え
は
。

指
導
者
人
材
バ
ン
ク
制

度
を
立
ち
上
げ
、
併
せ
て
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
育
成
す

る
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
設
置
と
育
成
は
。

団
体
の
意
見
を
聞
い
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

商
店
街
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
発
行
を

発
行
に
よ
る
情
報
発
信

の
政
策
効
果
は
。

県
の
N
E
X
T
商
店
街

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
の
一

環
で
文
京
学
院
大
学
と
連
携

し
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作

成
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
情

報
の
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

交
通
・
防
犯
啓
発
看
板
な

ど
の
更
新
を

定
期
的
な
看
板
の
更
新

を
。

防
犯
看
板
か
ら
の
ぼ
り

旗
へ
の
更
新
を
進
め
る
。
劣

化
に
よ
る
破
損
や
ぐ
ら
つ

き
、
変
色
し
た
交
通
安
全
看

板
は
更
新
す
る
。


